
 

 
 
 

「川崎市イメージアップＣＭコンテスト 2009」 

受賞作品が決定しました 
 
学生を対象に募集した川崎をＰＲする３０秒のＣＭ映像作品のコンテスト「川崎市イメージアップ

CM コンテスト 2009」の最終審査・授賞式を、12 月 12 日(土)にラゾーナ川崎プラザソルで開催し、受

賞作品が決定いたしました。 

 
１ 受賞作品 

最 優 秀 賞 「川崎 ７ Ｄａｙｓ」 

 制作者：松本 翔（洗足学園音楽大学） 

優 秀 賞 「あなたの場所はどこですか？」 

 制作者：松永 陵太（専修大学） 

川 崎 市 長 賞 「ミュートンとロボット」 

 制作者：渋谷 真夕（洗足学園音楽大学） 

審査員特別賞 「My NEW home town KAWASAKI」 

（３作品） 制作者：佐藤 一真（国士舘大学） 

 「音楽のまち・かわさき～SOUNDS ARE MUSIC～」 

 制作者：村瀬 綾嶺（東京工芸大学） 

 「答は川崎」 

 制作者：花掘レ（洗足学園音楽大学） 

 

２ 応募総数 

(1) 応募作品総数 ５２作品（過去最多） 

(2) 学校別内訳 大学院１校、大学５校、高等学校２校、専修学校３校（合計１１校） 

  ※ 募集期間は平成２１年６月１０日（水）～１１月１６日（月） 

 

３ 最終審査・授賞式概要 

(1) 日   時 平成２１年１２月１２日（土）１５時半～１８時 

(2) 場   所 ラゾーナ川崎プラザソル 

(3) 来場者数 約２００名 

(4) 審 査 員 亀井 昭宏氏 早稲田大学商学学術院教授      

中島 英太氏 株式会社電通 第１クリエーティブ局 CM プランナー 

岩田 悦子氏 株式会社テレビ神奈川報道制作局長      ほか 

 

４ 最優秀賞受賞作品の活用方法 

(1) ｔｖｋ（ﾃﾚﾋﾞ神奈川）でスポット CM 放映します。（1 月から予定） 

(2) ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞや市内大型映像装置、川崎市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等で放映・配信するほか、市のイベント等で活用します。 

(3) 新宿ｱﾙﾀﾋﾞｼﾞｮﾝでも放映します。 
 

５ 主催等 
主催：川崎市 

後援：川崎商工会議所 ｔｖｋ（テレビ神奈川） 「映像のまち・かわさき」推進フォーラム 「音楽のまち・かわさき」推進協議会 

協賛：川崎信用金庫 ㈱ＪＴＢ首都圏川崎支店 ＣＩＮＥＣＩＴＴＡ’ 富士通㈱SpotCast 

 

お問い合わせ
川崎市市民・こども局シティセールス・広報室
電話 044-200-2473 

授賞式の様子 



「川崎市イメージアップＣＭコンテスト 2009」 

受賞作品のご紹介 
 

■最優秀賞（グランプリ） 「川崎 ７ Ｄａｙｓ」 

制作者 松本
ま つ も と

 翔
しょう

（洗足学園音楽大学） 

 

 

 

 

 

■優秀賞 「あなたの場所はどこですか？」 

制作者 松永
ま つ な が

 陵
りょう

太
た

（専修大学） 

 

 

 

 

 

■川崎市長賞 「ミュートンとロボット」 

制作者 渋谷
し ぶ や

 真夕
ま ゆ

（洗足学園音楽大学） 

 

 

 

 

 

■審査員特別賞（３作品） 
「My NEW hometown KAWASAKI」 

 

制作者 佐藤
さ と う

 一
かず

真
ま

 

（国士舘大学） 

「音楽のまち・かわさき 

～SOUNDS ARE MUSIC～」 

制作者 村瀬
む ら せ

 綾
あや

嶺
ね

 

（東京工芸大学） 

「答は川崎」 

 

制作者 花掘レ
は な ほ れ

 

（洗足学園音楽大学） 

   

 

制作者による作品解説 

川崎市で 1 週間を満喫できる」をテーマに、川崎市
で過ごす魅力ある 7日間を 30 秒に凝縮しました。川崎
市はオフィスや工場地帯での仕事、ミューザや美術館
などの芸術、等々力競技場や多摩川グランドのスポー
ツに市全般に多彩な活動が行えるところだと思いま
す。30 秒というとても短い間に、7 日間があっという
間に過ぎていきますが、とても素敵な毎日で、どんな
明日がやってくるのかが楽しみになれる作品です。 

制作者による作品解説 

神奈川県は全国で 4番目に外国人登録者数が多い県です。

そして川崎市には 27,329 人(2004 年度)登録者がいます。今

回の作品では、この外国人の方々に、中でも子供にスポット

を当て、外国人の方々でも川崎市の中で「自分の場所」と呼

べる所を見つける事ができたことを視聴者にわかったもら

う事が狙いです。日本人も「自分の場所」を見つけることが

でき、外国人も「自分の場所」を見つけることができる。そ

んな川崎市を 30 秒で表現してみました。 

制作者による作品解説 

昭和 40 年頃の川崎で作られたロボットが公害によって発

生した煙で気を失う。ゴミ捨て場で目覚めたロボットはミュ

ートンに出会い、現在の川崎の環境が良くなったこと、そし

て音楽が盛んな街へと生まれ変わったことを知る。 


